
令和３年度一般会計・特別会計・企業会計決算
８会計の決算をすべて認定

一般会計と４つの特別会計および３つの企業会計の各決算について、予算が計画的かつ効果的に執行され
たか慎重に審議を行いました。審議にあたっては執行部との間で、多岐にわたって詳細な質疑応答が交わさ
れました。活発な審議の結果、その内容を適正なものと認め、いずれの会計決算も認定しました。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額 結果
一 般 会 計 243億1863万5023円 233億9607万6100円 ９億2255万8923円 ○

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 51億4204万8443円 50億6089万739円 8115万7704円 ○
国民健康保険診療所特別会計 ５億7976万4957円 ５億423万7250円 7552万7707円 ◎
後期高齢者医療特別会計 10億5406万9538円 10億3700万6934円 1706万2604円 ○
介 護 保 険 特 別 会 計 38億7727万4579円 36億6948万1855円 ２億779万2724円 ○

企

　業

　会

　計

訪問看護
ステーション
事業特別会計

収益的収支 5269万7514円 4779万8622円 489万8892円
◎

資本的収支 0円 0円 0円

水道事業会計
収益的収支 15億373万8173円 13億8756万9042円 1億1616万9131円

◎
資本的収支 ２億2027万4300円 ４億3700万761円 ▲２億1672万6461円

下水道事業会計
収益的収支 18億1091万7619円 16億6377万1184円 １億4714万6435円

◎
資本的収支 10億3503万7100円 17億67万4440円 ▲６億6563万7340円

合　　　計 395億9445万7246円 389億450万6927円 ６億8995万319円
※◎全会一致で認定・可決及び認定　　○賛成多数で認定

議
案
第
53
号

問

　令
和
３
年
度
当
初
予

算
が
成
立
し
て
か
ら
今
日

ま
で
、
コ
ロ
ナ
の
大
き
な

影
響
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ

に
出
た
の
か
。

答

　収
益
が
上
が
っ
て
い

な
い
中
小
企
業
等
に
対
し
、

固
定
資
産
税
を
減
額
す
る

制
度
が
設
け
ら
れ
、
一
定

税
収
は
減
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
は
地
方
特
例
交
付

金
で
補
填
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
国
の

補
正
予
算
に
伴
い
地
方
交

付
税
の
増
額
・
追
加
等
も

あ
り
、
当
初
懸
念
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
厳
し
い
財
政

運
営
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

問

　実
質
収
支
に
関
し
て

て
い
き
ま
す
。

問

　予
定
し
て
い
た
が
で

き
な
か
っ
た
事
業
は
。

答

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

基
本
的
に
は
研
修
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
実

施
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

文
化
祭
、
美
術
展
等
、
縮

小
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

問

　起
業
支
援
金
を
活
用

し
て
市
内
で
起
業
し
て
い

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

成
果
に
つ
い
て
。

答

　移
住
定
住
を
目
的
と

し
た
事
業
で
す
が
、
移
住

に
結
び
つ
か
な
い
た
め
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
起
業

型
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

事
業
に
取
り
組
み
を
移
行

し
て
い
ま
す
。

問

　十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら

は
令
和
５
年
度
か
ら
全
体

的
な
方
針
が
変
わ
る
の
か
。

答

　現
在
、
指
定
管
理
者

を
公
募
中
で
す
が
、
主
な

変
更
点
と
し
て
、
利
用
料

金
制
と
な
り
、
売
上
が
上

が
れ
ば
、
事
業
者
の
利
益

と
な
り
ま
す
。

歳
出
だ
け
で
な
く
歳
入
に

お
け
る
要
因
は
。

答

　歳
入
で
は
市
税
に
お

い
て
予
算
を
超
過
し
た
こ

と
や
、
例
年
よ
り
も
交
付

税
額
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
。
歳
出
で
は
、
扶
助

費
・
人
件
費
の
決
算
見
込

み
額
を
推
計
す
る
の
が
難

し
い
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

不
用
額
が
出
た
こ
と
、
補

助
費
等
を
も
う
少
し
精
査

で
き
た
の
で
は
等
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

　標
準
財
政
規
模
や
財

政
調
整
基
金
の
金
額
の
関

係
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

　こ
の
８
月
に
投
資
的

事
業
要
求
調
査
を
実
施
し

た
中
で
、
公
共
施
設
等
個

別
施
設
計
画
の
長
寿
命
化

事
業
等
を
行
う
上
で
、
こ

の
先
10
年
、
必
要
な
一
般

財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
特
定
目
的

基
金
と
呼
ば
れ
る
公
共
公

益
施
設
等
整
備
基
金
に
振

り
替
え
て
財
源
を
確
保
し
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問

　小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
改
修
工
事
に
伴

う
設
計
管
理
業
務
委
託
は

必
要
な
の
か
。

答

　安
全
を
確
保
す
る
意

味
で
必
要
で
あ
り
ま
す
。

問

　公
立
保
育
園
の
保
育

士
の
正
規
職
員
及
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
人
数
と

そ
の
割
合
は
。

答

　正
規
職
員
は
78
人
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
59

人
で
正
規
職
員
の
比
率
は

約
57
％
で
す
。
正
規
職
員

の
産
休
・
育
休
に
係
る
代

替
職
員
と
し
て
フ
ル
タ
イ

ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員

が
２
名
い
ま
す
。

問

　「
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
」の
補
助
金
の
決
算
額

が
０
円
で
あ
る
の
は
。

答

　昨
年
度
ま
で
は
、
活

動
経
費
と
し
て
11
万
円
を

補
助
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
末
に
解
散
を
さ
れ

ま
し
た
。

反
対
討
論

　令
和
３
年
９
月
か
ら
始

ま
っ
た
中
学
校
卒
業
ま
で

や
県
へ
働
き
か
け
る
べ
き

と
し
認
定
を
否
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
55
号

問

　夏
見
診
療
所
だ
け
が

診
療
日
数
が
多
い
の
は
。

答

　土
曜
日
の
診
療
を

行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
56
号

問

　予
算
額
と
決
算
額
に

大
差
が
あ
る
理
由
は
。

答

　コ
ロ
ナ
禍
で
歯
科
衛

生
士
や
栄
養
士
に
参
加
い

た
だ
く
事
業
が
実
施
で
き

な
か
っ
た
た
め
で
す
。

反
対
討
論

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
は
、
３
年
に
１

度
改
定
さ
れ
る
が
、
医
療

に
係
る
高
齢
者
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
増

額
分
が
直
接
保
険
料
に
跳

ね
返
る
仕
組
み
で
あ
る
。

医
療
機
関
に
通
院
し
て
い

る
高
齢
者
は
、
健
康
診
査

の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

全
て
の
高
齢
者
を
健
康
診

査
の
対
象
と
し
、
健
康
促

の
福
祉
医
療
費
助
成
は
、

評
価
を
し
た
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
一
層
負
担
が
増
え
て

い
る
保
育
士
の
処
遇
改
善

や
配
置
基
準
の
引
き
上
げ

を
国
に
要
望
す
る
べ
き
で

あ
る
。
同
時
に
、
教
職
員

の
労
働
環
境
の
改
善
が
必

要
で
あ
り
、
市
職
員
も
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

を
踏
ま
え
、
業
務
配
分
の

是
正
や
情
報
を
各
課
連
携

で
き
る
仕
組
み
の
改
善
を

求
め
る
と
し
て
認
定
は
否

と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　財
政
調
整
基
金
を
基
準

以
上
に
積
み
立
て
、
収
支

比
率
、
公
債
費
比
率
、
財

政
力
指
数
な
ど
、
財
政
の

健
全
化
判
断
比
率
が
良
化

し
た
こ
と
は
、
大
き
く
評

価
で
き
、
執
行
不
用
額
に

つ
い
て
は
、
実
施
不
可
能

な
事
業
が
要
因
で
あ
る
。

た
だ
し
、
減
額
補
正
を
し

た
上
に
基
金
を
積
み
立
て

て
き
た
こ
と
は
、
結
果
的

に
も
う
少
し
取
り
組
め
た

進
を
図
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
た
め
、
認
定
は
否
と

し
ま
す
。賛

成
多
数
で
認
定

議
案
第
57
号

問

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
本

所
と
市
内
４
カ
所
の
支
所

体
制
と
な
っ
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
成
果
は
。

答

　民
生
委
員
・
地
域
支

え
あ
い
推
進
員
等
と
連
携

を
図
り
、
地
域
の
関
係
機

関
の
方
々
と
つ
な
が
り
、

全
体
の
相
談
件
数
も
現
時

点
で
1.3
倍
に
増
加
。
よ
り

身
近
な
機
関
と
し
て
浸
透

し
て
き
て
い
ま
す
。

反
対
討
論

　介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
が

増
え
れ
ば
そ
れ
に
比
例
し

て
介
護
保
険
料
が
上
が
る

仕
組
み
で
、
高
齢
者
の
負

担
能
力
を
超
え
て
い
く
。

国
庫
負
担
の
割
合
を
増
や

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

求
め
る
と
し
、
否
と
し
ま

す
。

賛
成
討
論

　本
案
は
、
地
域
包
括
支

事
業
が
あ
っ
た
こ
と
も
意

味
す
る
の
で
は
と
指
摘
が

あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
予

算
の
計
画
に
生
か
さ
れ
た

い
。
概
ね
適
切
に
事
業
進

捗
し
た
と
判
断
し
、
賛
成

と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
54
号

問

　特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

と
未
受
診
者
へ
の
対
応
は
。

答

　受
診
勧
奨
通
知
は
が

き
の
送
付
を
行
い
、
５
年

連
続
の
未
受
診
者
に
は
、

地
区
担
当
保
健
師
等
が
訪

問
し
、
受
診
勧
奨
を
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論

　特
定
健
診
の
受
診
率
が

向
上
す
る
よ
う
健
診
の
開

催
の
工
夫
が
必
要
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

所
得
階
層
は
、
２
０
０
万

円
以
下
の
低
所
得
者
が
多

く
、
社
会
保
険
料
と
比
べ

る
と
負
担
が
大
き
い
。
国

保
財
政
の
根
本
的
解
決
と

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
国

援
セ
ン
タ
ー
の
枠
組
み
の

大
き
な
変
更
で
あ
り
、
野

洲
川
の
北
と
南
の
２
チ
ー

ム
体
制
を
４
中
学
校
区
へ

と
拡
大
し
、
市
民
に
と
っ

て
医
療
体
制
が
整
っ
て
き

て
い
る
こ
と
に
よ
り
賛
成

と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
58
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
59
号

問

　貸
倒
引
当
金
の
取
り

崩
し
と
は
。

答

　水
道
料
金
未
納
分
の

不
納
欠
損
と
し
て
処
分
し

ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定

議
案
第
60
号

問

　水
洗
化
さ
れ
て
い
な

い
事
業
所
、
家
庭
の
数
は
。

答

　下
水
道
の
供
用
開
始

か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
上
た
っ
た
と
こ
ろ

は
、
全
体
で
１
０
３
２
件

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
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